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(1) 管内気流中を運動する粒子群の相互干渉臨界混合比は，個体/気体容積流量比で約35 ・ 10- 6である。
(2) 臨界混合比以下では，粒子供給口付近を運動する粒子群の質量流量分布の重心は，球の抵抗係数と
投影面積径にへイウッド体積径を用いることにより，不規則形状粒子についも計算で求めることがで
きる。
(3) 臨界混合比以下で運動する粒子の分散を表す係数は，球の場合には粒度に反比例して小さくなり，
不規則形状粒子では粒度に関係なく，微小球状粒子の場合と同じように，輸送気流速度の対数に比例
して大きくなる。
(4) 臨界混合比以下の場合，気流による粒子の比重分級は，粒子の質量流量分布および分布重心を知る
ことで， 15%以内の誤差で計算により求めることができる。
(5) 臨界混合比以上の大・小粒子の混合輸送では，粒子質量流量が大きい場合の輸送流体の圧力損失は，
大粒子の混合割合が50---75%まで直線的に増加する。そして粒子流量が小さい場合の圧力損失は，小
粒子の微量混合で減少する。さらに管材料の影響も小さくはなく，電気的絶縁体管を使用した場合は，
導体管使用時の傾向に，さらに混合割合約90%まで，圧力損失が減少する傾向が見られる。
以上のように本論文は，水平空気輸送における粒子群の運動と，比重分級や圧力損失と輸送管材料の
特性との関係を明らかにしていて，機械工学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
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